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伊勢神宮祠官・職掌人の術直勤番制度

卜
斤
枇
紀

t
ば
か
ら
末
に
か
け
て
の
皇
太
神
宮
（
以
卜
、
内
宮
）

年
〈
一
四

0
1
;
〉
＼
長
享
元
年
〈
一
四
八
七
〉
、
在
正
員
禰
宜
i

永
享
四
年
〈
一
四
一
二
1

〉
1
長
享
元
年
）
と
い
う
人
物
が
あ
っ
た
。
彼
は

そ
の
在
任
期
間
の
あ
い
だ
宮
務
に
か
ん
す
る
記
録
と
授
受
し
た
文
書
類
を
ま
と
め
た
い
わ
ゆ
る
引
付
と
を
作
成
し
て
お
り
、
前
者
は
『
氏

経
卿
神
事
品
』
と
し
て
、
後
者
は
『
氏
経
卿
引
付
』
と
し
て
今
日
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
『
氏
経
卿
神
事
記
』
は
、
後
世
、
中
世
後
期
こ
ろ
の
祭
儀
お
よ
び
宮
域
の
様
相
を
伝
え
る
典
籍
と
し
て
故
実
書
と
も
い
う
べ

き
位
置
付
け
を
え
て
、
近
世
以
降
複
雑
な
転
写
過
程
を
経
て
現
在
に
い
た
る
。
そ
ん
な
「
氏
経
卿
神
事
記
」
に
お
け
る
日
々
の
記
述
の
有

り
様
は
左
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。

晴
（
寛
止
四
年
十
月
）

十
一
日
、
予
不
参
之
間
於
各
館
番
文
二
被
加
判
、

比
企
貴
之

の
正
員
禰
宜
の
ひ
と
り
に
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
経
（
生
没
二
囮
水
九

二
三
四
万
七
八
九
十
、
交
替
十
、
祓
事
、
公
文
番
忠
親
、

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
予
」
と
は
出
主
で
あ
る
氏
経
（
一
禰
宜
）
を
示
し
、
続
く
漢
数
字
の
羅
列
は
正
員
禰
宜
を
慈
味
す
る
。
寛
正
四
年

（
一
四
六
一
―
.
)
↓
~
時
の
構
成
は
、

は
じ
め
に

二
禰
宜
中
川
経
興
、
三
禰
宜
世
木
永
量
、

四
禰
宜
薗
田
守
秀
、
五
禰
宜
繭
旧
守
朝
、
六
淵
宜
薗
田
守
氏
、

伊
勢
神
宮
祠
官
・
職
掌
人
の
宿
直
勤
番
制
度
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に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

祭
俄
を
体
系
的
に
絹
述
し
た

七
禰
宜
薗
田
守
則
、
八
禰
宜
中
川
経
房
、
九
禰
宜
菌
川
守
隆
、
十
禰
宜
藤
波
氏
綱
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
日
氏
経
は
貨
域
内
へ
の
出

仕
を
お
こ
な
わ
ず
、
そ
の
た
め
正
員
禰
宜
た
ち
に
よ
る
「
番
文
」

へ
の
加
判
は
各
禰
宜
の
宿
館
に
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

け
れ
ど
も
、
「
番
文
」
へ
の
加
署
は
当
日
参
什
し
た
傭
刊
ら
全
員
の
義
務
で
あ
る
か
ら
、
翻
っ
て
列
記
さ
れ
た
数
字
か
ら
洩
れ
て
い
る
「
六
」

つ
ま
り
六
禰
宜
守
氏
も
ま
た
こ
の
日
は
不
参
で
あ
っ
た
こ
と
を
紅
味
し
て
い
る
。
「
交
替
十
」
は
、
こ
れ
も
後
述
す
る
ご
と
く
物
忌
お
よ
び

物
忌
父
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
威
言
衛
担
当
の
グ
ル
ー
プ
が
正
殴
の
所
在
す
る
内
院
区
両
の
確
認
を
お
こ
な
い
、
次
の
警
衛
担
刈
グ
ル
ー

プ
の
物
忌
父
と
の
あ
い
だ
で
内
院
北
御
門
の
鑑
の
受
け
渡
し
を
お
こ
な
う
一
連
の
俵
で
あ
る
。
本
来
は
一
禰
宜
つ
ま
り
氏
経
が
こ
れ
に
弛

（
物
忌
・
物
忌
父
ら
が
異
常
の
確
認
を
お
こ
な
っ
て
い
る
あ
い
だ
）
北
御
門
脇
で
待
機
す
る
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
の
日
は
家
子
で
十

禰
宜
で
あ
っ
た
藤
波
氏
網
（
氏
経
弟
）
が
代
役
と
な
り
、
そ
の
勤
め
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

の
ち
に
詳
述
す
る

こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
簡
素
な
叙
述
な
が
ら
、
『
氏
経
卿
神
事
記
』
は
年
中
諸
祭
儀
の
坪
解
は
勿
論
、
個
々
の
職
掌
の
役
割
や
祭
儀
上
の

意
味
な
ど
が
読
み
手
の
念
頭
に
な
け
れ
ば
正
確
に
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
年
巾
諸
祭
俵
に
つ
い
て
は
、
中
世
内
宮
の

『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
で
悲
本
的
な
祭
俄
の
構
成
と
そ
の
次
第

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
右
掲
記
事
の
う
ち
「
番
文
」
や
「
交
替
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
祠
官
・
職
掌
人
の
人
び
と
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
て
い
た
官
域
・
殿
舎
の
警
衛
、
宿
直
勤
番
に
つ
い
て
は
、
祭
儀
の
範
疇
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
検

討
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
な
、
こ
れ
に
丘
及
し
た
例
を
挙
げ
れ
ば
、
近
世
後
期
の
神
宮
考
祉
学
者
で
あ
る
薗
田
守
良

の
「
大
神
宮
式
に
、
凡
二
所
太
神
宮
者
、
禰
宜
長
番
、
大
内
人
鉦
旬
率
物
忌
父
井
小
内
人
、
戸
人
等
、
分
番
宿
恒
（
ト
ノ
ヰ
セ
ヨ
）
と
あ

り
、
此
比
よ
り
始
め
て
物
忌
父
の
宿
直
見
え
た
れ
ば
：
．
」
と
い
う
『
延
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
も
の
が
早

い
。
ま
た
例
え
ば
、
近
代
以
降
の
考
究
で
も
「
禰
宜
は
征

El
宿
衛
に
仕
へ
る
。
（
中
略
）
大
内
人
は
十
日
日
毎
に
物
忌
父
・
小
内
人
と
戸
人

-
T
し
て

4
1
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要
が
あ
ろ
う
。

あ
る
。

『
止
由
気

を
率
ゐ
て
宿
衛
す
る
。
大
内
人
は
宿
衛
長
と
な
っ
て
宿
直
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宿
衛
番
表
を
番
文
と
広
っ
て
居
る
。
」
と
の
叙
述
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
近
世
以
来
の
岬
鮒
、
つ
ま
り
『
延
喜
式
』
神
祇
．
伽
勢
太
神
宮
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
ひ
い
て
は
近
年
で
も
「
毎

月
一
日
・
十
一
日
・
一
―

+-lJの
「
番
文
」
は
、
『
延
喜
伊
勢
大
神
宮
式
』
に
、
「
凡
そ
一
一
所
太
神
宮
に
は
、
淵
宜
〔
長
番
〕
、
大
内
人
、
旬

毎
に
物
忌
父
井
び
に
小
内
人
、
戸
人
い
年
を
率
ゐ
て
分
番
し
て
宿
直
せ
よ
。
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
守
り
続
け
、
そ
の
日
に
宿
直
交
替

者
名
簿
、
す
な
わ
ち
番
文
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
占
来
着
実
に
守
ら
れ
て
ぎ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
総
じ
て
、

『
廷
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
を
根
本
規
程
と
捉
え
、
そ
の
条
文
解
釈
以
上
の
本
格
的
な
検
討
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
な
い
現
状
で

と
こ
ろ
が
、
こ
の
術
直
勤
番
の
制
は
、
実
は
延
暦
―
―
卜
1

-

1

年
（
八

0
四
）
に
筆
録
・
提
出
さ
れ
た

宮
儀
式
板
』
に
は
す
で
に
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
て
、
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、

か
ら
ト
一
軋
紀
に
い
た
る
宮
域
内
外
の
様
々
な
出
来
事
を
編
述
し
た

る
異
変
・
異
常
が
発
牛
し
た
際
に
は
、
勤
番
担
当
者
に
「
科
威
」
と
い
う
口
車
刑
が
科
さ
れ
て
い
た
事
実
が
判
明
す
る
。
無
論
、
『
延
↑
団
式
』

神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
の
集
大
成
さ
れ
た
法
典
と
し
て
の
歴
史
的
紅
義
は
否
定
し
え
な
い
も
の
の
、
そ
れ
以
前
の
時
期
に
お
け
る
宿
直
勤

番
の
機
構
の
存
在
と
そ
の
運
用
を
示
唆
す
る
典
藉
や
史
書
か
あ
る
以
卜
、
能
う
限
り
原
初
の
形
態
と
そ
の
実
態
を
復
原
的
に
考
察
す
る
必

そ
し
て
ま
た
宿
直
勤
番
と
い
う
、
古
代
・
中
枇
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
の
年
中
諸
祭
儀
と
は
一
線
を
圃
す
、
も
う
―
つ
の
祠
官
・
職
掌
人

の
H
々
の
営
為
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
史
料
的
困
難
の
と
も
な
い
が
ち
な
前
近
代
神
社
の
歴
史
的
実
態
の
解
明
に
賢
す
る
試
み
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
と

八
世
紀

『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
か
ら
は
、
古
代
に
は
宮
域
・
殿
舎
に
ま
つ
わ

本
稿
で
の
具
体
的
な
検
討
の
手
段
と
し
て
は
、
ま
ず
古
代
・
中
匪
に
お
け
る
祭
式
の
読
み
直
し
か
ら
始
め
た
い
。
そ
の
際
、
古
代
に
つ
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・
大
内
人,0
1
 

-］ 

・
物
忌
父

卑
丁
諸
小
内
人
等
一
、
毎
月
十
日
為

一
番
、
宮
守
護
宿
直
仕
奉
、

又
率
諸
内
人
等
、
宮
守
護
宿
直
什
奉
、

い
て
で
は
さ
き
に
も
触
れ
た
二
つ
の
儀
式
帳
や
『
延
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
が
検
討
す
べ
き
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
C

お
い
て
は
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
が
基
本
的
文
献
と
な
る
。
と
く
に
古
代
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
『
太
神
宮
諸
雑
巾
晶
』
を
川
い
て
実

際
の
運
用
や
宮
域
・
殿
舎
へ
の
異
常
・
異
変
発
生
時
の
対
応
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

『
延
暦
儀
式
帳
』
の
存
在
、
神
聖
冒
涜
の
罪

桓
武
朝
に
企
画
さ
れ
た
格
式
編
纂
の
参
考
に
す
る
た
め
、
内
・
外
両
宮
に
現
行
諸
制
度
の
報
告
が
命
じ
ら
れ
、
延
暦
―
―
十
三
年
（
八
〇

五
）
に
筆
録
、
神
祇
官
を
経
て
太
政
官
へ
と
提
出
さ
れ
た
の
が
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
と

を
『
内
宮
帳
』
、
後
者
を
『
外
宮
帳
』
と
称
し
、
両
者
を
指
す
際
に
『
延
暦
俄
式
板
』
と
す
る
）
。
と
も
に
編
述
時
点
の
内
外
宮
の
殿
舎
・

施
設
の
規
模
、
年
中
恒
例
・
臨
時
の
祭
儀
、
職
掌
体
制
と
い
っ
た
諸
制
度
に
つ
い
て
、
内
宮
―
―
ー
ご
条
、
外
宮
九
条
に
わ
た
っ
て
解
申
す
る

型
式
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
も
内
容
に
は
布
直
勤
番
の
運
用
に
か
ん
す
る
記
述
を
有
す
こ
と
か
ら
、
伊
勢
神
宮
の
祠
官
・
職

掌
人
に
よ
る
宮
域
警
衛
の
制
度
の
歴
史
は
、
先
学
が
依
拠
す
る
『
延
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
の
成
立
(
+
枇
紀
前
半
）
以
前
の
九

但
紀
初
頭
に
ま
で
遡
る
こ
と
は
確
実
と
い
え
る
。
ま
ず
は
宿
直
勤
番
に
か
ん
す
る
そ
の
記
述
を
『
延
暦
儀
式
眼
』
か
ら
抽
出
し
て
み
よ
う
C

最
初
に
『
外
宮
帳
』
で
は
、
羅
宜
、
大
内
人
、
物
忘
・
物
忌
父
ら
の
各
職
掌
に
つ
い
て
列
記
す
る
部
分
に
お
い
て
、
そ
れ
そ
れ
の
職
掌

の
一
っ
と
し
て
言
及
が
あ
る
。
摘
要
す
れ
ば
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

．
禰
官
（
長
上
）

又
毎
月
以
十
箇
日
[
勺

一
番
一
、
宮
守
護
宿
直
仕
奉
、

『
止
巾
気
宮
俄
式
帳
』

で
あ
る
（
以
下
、
前
者

一
カ
、
中
世
に
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右
以
二
十
日
為

が
で
き
る
。

一
方
の
『
内
宮
板
』

一
番
仕
奉
如
レ
件

番
・
下
番
直
事
井
如
王
番
、

-）よ

,
1
,
 

も
同
様
の
体
制
の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。

で
あ
る
。
禰
宜
に
は
「
長
上
」
と
注
品
が
施
さ
れ
て
お
り
、
耀
宜
の
勤
務
形
態
は
交
替
勤
務
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。
ま
た
職
掌
人
集
団

の
う
ち
と
く
に
大
内
人
は
小
内
人
ら
を
率
い
、
月
の
う
ち
一

0
日
を
一
番
と
し
て
一
；
二
番
に
編
成
さ
れ
る
体
制
の
存
し
た
こ
と
、
物
忌
父
に

さ
ら
に
、
続
く
月
例
条
〔
三
節
祭
等
井
年
中
行
事
月
記
事
〕
で
の
布
直
勤
番
関
連
の
記
迩
は
い
っ
そ
う
具
体
的
で
、

宮
守
護
奉
宿
直
ぃ
夕
知
歴
名
進
太
神
宮
司
申
、
番
長
人
内
人
等
、
上
番
宿
直
人
十
六
人
門
馴
‘
パ
八
内
凸

□八
臼
バ
八
八
、
高
宮
宿
直
人
三

人
げ
〗
ー
し
‘
人
、
、
中
番
・
下
番
宿
直
事
、
如
卜
件
、

と
あ
る
。
勤
番
に
際
し
て
は
宿
直
担
甘
者
の
交
名
で
あ
る
歴
名
韻
を
宮
司
に
提
出
し
、
ト
・
中
・
下
の
一
4

一
番
に
編
成
し
て
、
禰
宜
は
長
上
、

大
内
人
は
香
長
と
し
て
小
内
人
以
下
を
率
い
た
総
勢
一
六
名
で
勤
番
に
あ
た
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
正
宮
ば
か
り
で
な
く
別
宮

に
も
勤
番
は
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
読
み
取
れ
る
。
な
お
、
同
様
の
記
載
は
正
月
か
ら
十
一
一
月
に
い
た
る
月
例
ご
と
に
記
載
が
あ

る
の
で
、
勤
番
は
年
中
間
断
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
営
為
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

宮
守
護
奉
宿
直
歴
名
進
宮
司
一
、
番
畢
事
申
宮
司
、
禰
宜
十
、
番
長
宿
直
人
、
大
内
人
一
人
番
長
、
諸
内
人
六
人
、
戸
ロ
一
一
一
人
、
中

荒
祭
宮
宿
直
事
、
上
番
、
内
人
一
人
、
戸
LJ
一
人
、
下
番
、
物
忌
父
一
人
、
戸
ロ
一
人
、

石
以
十
五
日
一
為

『
外
宮
板
』
職
掌
の
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
月
例
条
の
う
ち
に
の
み
勤
番
に
か
か
わ
る
記
載
を
見
出
す
こ
と

月
読
・
瀧
原
・
伊
雑
三
箇
宮
宿
直
事
、
荒
祭
宮
同
、

一
番
一
宿
直
仕
奉
如
レ
件
、
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ホ
唆
し
て
い
る
。

ず
つ
の
上
・
下
一
一
番
編
成
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

内
宮
も
外
宮
の
勤
番
体
制
と
同
様
の
そ
れ
を
備
え
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
、
と
く
に
勤
番
終
［
時
に
は
宮
司
へ
の
報
告
義
務
が
あ
っ
た
こ

と
、
別
宮
で
は
一
五
日
ご
と
の
二
番
編
成
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
C

か
く
し
て
「
延
暦
儀
式
板
』
か
ら
宿
直
勤
番
の
編
成
に
か
か
わ
る
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
十
憔
紀
前

『
延
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
の
条
文
が
根
本
規
定
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
術
直
勤
番
の
機
構
的
な
整
備
は

九
世
紀
初
頭
に
ま
で
遡
り
う
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
具
体
は
、
内
・
外
両
宮
と
も
に
正
員
禰
宜
一
名
は
長
上
官
と
し
て
勤
番
を
お
こ

な
い
、
職
掌
人
の
う
ち
大
内
人
は
番
長
と
し
て
小
内
人
ら
を
索
い
る
こ
と
と
さ
れ
、
さ
ら
に
物
忌
父
ら
に
も
同
様
の
勤
め
が
介
在
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
正
宮
で
は
月
の
う
ち
―

0
日
ご
と
を
一
番
と
し
て
上
・
中
・
ト
の
＾
5

{

番
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
別
宮
で
は
同
じ
く
一
五
日

た
だ
し
、
こ
う
し
た
古
代
に
お
け
る
宿
直
勤
番
の
制
の
運
用
実
態
を
示
す
史
料
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
け
れ
ど

も
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
の
記
事
は
、
そ
の
わ
ず
か
な
実
例
を
示
す
と
と
も
に
、
勤
番
の
歴
史
は
八
世
紀
半
ば
に
ま
で
遡
及
す
る
こ
と
を

天
平
勝
宝
六
年
六
月
廿
六
日
夜
、
豊
受
宮
御
稲
御
倉
之
放
レ
棟
ぷ
傘
—
取
御
稲
十
八
束
畢
、
伯
番
直
内
人
脊
付
レ
跡
尋
求
之
虚
、
彼
御

炊
内
人
神
主
元
継
之
私
宅
捜
出
多
利
、
件
元
継
者
継
橋
郷
美
乃
々
村
住
人
也
、
即
元
継
夫
婦
相
共
据
ー
進
於
司
庁
、
伯
官
司
略
問
之

慮
、
無
同
類
一
、
撃
迫
飢
渇
、
元
継
一
人
盗
取
之
由
弁
巾
jtt
利
‘fJj
且
令
レ
進
過
状
、
且
申
I

上
本
宜
随
即
卜
奏
、
被
レ
下
宣

f
貢
御
稲
改
、
宮
司
以
加
一
他
稲
祓
消
令
進
替
既
畢
、

旨

、

元

継

科

大

威

釦
r
L
任
職
、
番
直
内
人

1
人
急
行
中
戚
、
全

例
え
ば
、
こ
れ
は
犬
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
六
月
二
十
六
日
の
夜
、
外
宮
の
御
稲
御
倉
の
屋
根
が
壊
さ
れ
、
稲
一
八
束
が
盗
ま
れ
る

事
件
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
と
き
番
直
内
人
ら
が
犯
人
の
追
跡
と
捜
索
に
着
手
し
、
そ
の
結
果
彼
ら
の
手
に

よ
り
犯
人
の
職
掌
人
が
逮
捕
さ
れ
、
宮
司
庁
に
送
致
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
に
宮
eiJ
大
中
臣
廣
成
が
、

半
の
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し
て
い
く
。

私
的
な
参
宮
を
お
こ
な
っ
た
際
に
松
明
か
ら
失
火
し
、
正
殿
・
東
西
の
宝
殿
・
玉
串
御
門
以
下
を
焼
失
し
た
事
件
や
、
延
暦
十
年
（
七
九

-
)
に
多
勢
の
盗
人
が
内
宮
東
宝
殿
に
参
人
し
、
調
絹
糸
な
ど
を
奪
お
う
と
し
た
際
に
失
火
し
、
正
殿
・
宝
殿
・
御
門
を
は
じ
め
種
々
の

神
宝
な
ど
を
焼
失
し
た
事
例
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
当
日
当
夜
の
勤
番
担
当
者
に
科
咸
が
科
せ
ら
れ
て
い
る
。
宿
直
勤

番
が
制
度
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
ぷ
す
史
料
は
前
述
し
た
と
お
り
『
廷
暦
儀
式
韻
』

の
九
世
紀
初
頭
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
事
例
の
存
在
か
ら
事
実
卜
の
運
用
の
歴
史
は
さ
ら
に
八
世
紀
半
ば
に
ま
で
遡
及
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
犬
平
勝
宝
六
年
の
御
炊
内
人
に
よ
る
稲
盗
難
の
一
件
に
お
い
て
注
愈
し
た
い
の
は
、
鯖
刑
を
科
せ
ら
れ
た
人
び
と
の
範
囲

で
あ
る
。
御
倉
を
担
壊
•
閲
入
し
た
う
え
稲
を
盗
み
取
っ
た
職
掌
人
の
元
継
が
犯
罪
者
と
し
て
処
罰
（
大
戚
・
解
任
）
さ
れ
た
こ
と
は
当

然
と
い
う
べ
き
だ
が
、
そ
の
際
、
当
夜
の
勤
番
担
当
だ
っ
た
内
人
ら
に
ま
で
中
威
が
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
大
祓
や
中
祓
と

は
、
ほ
か
に
卜
祓
・
下
祓
な
ど
を
加
え
て
四
種
科
祓
と
称
さ
れ
る
科
刑
で
、
延

Iii-
―
十
年
五
月
十
四
日
付
太
政
官
符
に
よ
り
神
事
違
例
の

罪
に
つ
い
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
戚
は
大
袢
祭
刷
怠
の
罪
、
阿
祭
月
中
の
弔
間
・
見
舞
い
、
死
罪
関
係
文
書
へ
の

署
判
、
肉
食
な
ど
「
械
悪
之
事
」
に
携
わ
っ
た
者
に
科
す
と
し
、
二
八
種
の
料
物
を
負
う
べ
き
こ
と
、
官
人
で
こ
れ
に
該
当
し
た
者
は
現

任
を
解
く
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
四
種
科
咸
の
う
ち
も
っ
と
も
重
い
も
の
で
あ
る
。
続
く
上
祓
は
、
所
定
の
祭
儀
の
閥
怠
以
ド
、
神

職
へ
の
危
害
な
ど
の
罪
と
そ
の
贖
う
べ
き
料
物
の
品
目
・
数
鼠
を
定
め
る
と
こ
ろ
大
祓
に
次
ぐ
も
の
で
、
以
下
、
中
祓
、
下
祓
と
軽
刑
化

そ
れ
で
は
宮
域
・
殿
舎
で
の
非
違
防
止
、
あ
る
い
は
と
ぎ
に
そ
の
犯
人
の
検
挙
に
功
績
が
あ
っ
た
は
ず
の
勤
番
担
ャ
J

者
に
ま
で
神
事
違

例
の
量
刑
た
る
科
祓
が
及
ん
で
い
る
こ
と
に
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
論
理
の
存
在
を
想
定
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
参
考
に
し
た
い
の
が
、
古
代
に
お
け
る
械
の
構
造
概
念
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
る
。
か
つ
て
山
本
ヤ
司
は
、
人
間
を
取
り
巻
く

全
環
境
ー
社
会
生
活
・
社
会
関
係
ー
が
そ
れ
を
取
り
巻
く
周
囲
の
自
然
と
と
も
に
形
成
し
、
人
間
杜
会
と
白
然
界
と
を
貰
通
し
て
い
る
、



8
 

さ
き
の

ツ
ミ
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

全
環
境
に
お
け
る
安
定
し
た
事
物
の
状
態
を
秩
序
と
捉
え
、
人
間
社
会
と
自
然
界
と
の
有
機
的
連
関
や
そ
う
し
て
構
築
さ
れ
た
統
一
的
秩

序
を
全
体
秩
序
と
称
し
た
。
全
休
秩
序
は
、
人
間
や
動
物
の
死
・
産
、
失
火
の
発
生
、
ま
た
天
皇
・
上
皇
へ
の
謀
叛
の
企
て
や
危
古
か
及

ぶ
こ
と
、
あ
る
い
は
神
社
の
境
域
侵
犯
や
神
輿
・
殿
舎
・
幣
物
な
ど
の
損
亡
と
い
っ
た
神
聖
冒
涜
行
為
に
よ
っ
て
攪
乱
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
、
こ
れ
が
械
と
し
て
看
倣
さ
れ
た
、
と
械
観
念
の
構
造
を
説
い
た
。
ま
た
こ
の
と
き
、
と
く
に
神
杜
（
祭
）
と
内
裏
ー
換
言
す
れ
ば
神

と
天
皇
ー
が
械
を
も
っ
と
も
忌
避
さ
る
べ
き
存
在
と
し
て
位
置
付
ぎ
、
牛
じ
た
械
に
天
皇
や
神
々
が
触
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
空

間
的
に
は
天
皇
の
居
所
で
あ
る
内
裏
と
国
家
に
よ
る
祭
祀
の
対
象
で
あ
る
諸
社
の
境
域
と
が
、
特
別
に
械
の
侵
入
に
対
し
て
警
戒
を
要
す

る
場
と
さ
れ
た
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る
山
本
の
全
休
秩
序
の
説
明
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
が
、
法
制
史
の
見
知
か
ら
の

こ
上
古
の
ツ
ミ
々
意
識
で
あ
る
。
つ
と
に
高
柳
慎
一
二
は
「
上
古
の
ツ
ミ
は
、
後
世
の
罪
よ
り
遥
か
に
廣
い
観
念
で
あ
っ
て
、
個
人
の
意
思
に

基
く
行
為
の
み
な
ら
ず
、
自
然
的
疾
病
や
災
害
な
ど
の
類
ま
で
を
含
む
、
自
然
宗
教
的
な
思
想
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
：
・
・
・
・
ツ
ミ

は
最
初
右
に
述
べ
た
外
に
刑
の
意
味
も
含
み
、
罪
刑
の
観
念
が
分
化
せ
ず
、
雨
者
が
一
開
と
し
て
意
識
さ
れ
た
」
と
す
る
。
こ
れ
を
伊
勢

神
宮
を
モ
デ
ル
に
捉
え
直
す
の
な
ら
ば
、
伊
勢
神
宮
宮
域
内
に
て
発
見
さ
れ
た
人
や
動
物
の
死
あ
る
い
は
産
の
形
跡
、
ま
た
正
殿
以
下
諸

殿
舎
の
異
常
や
異
変
、
さ
ら
に
は
伊
勢
神
宮
宮
域
に
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
変
化
や
と
き
に
災
賓
な
ど
、
こ
れ
ら
が
全
体
秩
序
を
乱
す

宮
域
・
殿
舎
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
異
変
や
異
常
を
神
聖
冒
涜
の
罪
と
捉
え
る
と
き
、
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
制
度
・
機
構
と
し

て
、
祠
官
・
職
掌
人
ら
に
よ
る
宿
直
勤
番
の
存
在
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
よ
う
。
宿
直
勤
番
が
宮
域
・
殿
舎
の
警
衛
を
目
的
と
す
る
こ
と
は

『
廷
暦
儀
式
帳
』
中
の
「
宮
守
護
奉
」
の
字
旬
に
象
徴
的
で
あ
り
、
ま
た
天
平
勝
宝
六
年
の
稲
盗
難
一
件
に
際
し
て
犯
人
の
追
跡

か
ら
検
挙
に
い
た
る
一
連
が
ほ
か
で
も
な
い
「
番
直
内
人
等
」
の
功
績
で
あ
っ
た
事
実
を
す
で
に
確
認
済
み
で
あ
る
。
す
る
と
、
生
じ
た

犯
罪
に
つ
い
て
犯
人
（
と
く
に
第
一
義
的
犯
人
と
で
も
称
せ
よ
う
か
）

で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
日
当
夜
の
勤
番
担
当
者
に
科
祓
が
及
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以
卜
の
こ
と
か
ら
、
神
聖
冒
涜
の
発
生
に
際
し
、
第
一
義
的
犯
人
に
対
す
る
贔
刑
に
加
え
（
逮
捕
さ
れ
た
場
合
に
限
る
が
）
、
当
日
当
夜

者
へ
の
科
祓
が
要
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宮
域
・
殿
舎
の
秩
序
維
持
と
い
う
勤
番
担
当
者
と
し
て
の
職
責
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
量
刑
だ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
論
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
石
の
推
論
を
裏
付
け
る
卜
で
確
認
を
要
す
る
の
が
、
「
人
為
的
な
犯
罪
で
あ
り
な
が
ら
、
第
一
義
的
犯
人
が
特
定
あ
る
い
は
検

挙
さ
れ
ず
、
勤
番
担
当
者
へ
の
科
祓
だ
け
が
お
こ
な
わ
れ
た
事
例
」
の
有
無
で
あ
る
。

例
え
ば
、
延
暦
十
年
の
内
宮
束
宝
殿
に
盗
人
が
閲
入
し
、
窃
盗
を
働
こ
う
と
し
た
際
の
失
火
に
よ
り
賓
殿
以
下
神
宝
に
い
た
る
ま
で
を

焼
亡
し
た
一
件
で
は
、
犯
人
が
「
数
多
盗
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
し
て
い
る
も
の
の
そ
の
追
跡
や
逮
捕
に
に
か
ん
す
る
記
述
は
な
い
。

後
日
、
「
依
宜
旨
大
内
人
三
人
、
度
会
郡
司
等
、
料
大
祓
一
解
任
、
番
小
内
人
五
人
、

I
崩
科
レ
祓
解
任
、
宮
司
野
守
科
二
中
祓
、
禰

宜
科
上
祓
戚
清
供
奉
、
」
と
祠
官
・
職
掌
人
と
く
に
事
件
発
生
時
の
勤
番
担
当
者
に
科
祓
が
課
さ
れ
た
こ
と
に
は
触
れ
ど
も
、
「
数
多
盗

人
」
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
。
同
様
に
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
に
外
宮
の
別
宮
で
あ
る
高
宮
の
床
板
が
壊
さ
れ
調
御
糸
が
奪
取
さ
れ
た

際
に
は
、
「
強
盗
瞥
兵
杖
乱
ー
来
高
宮
正
殿
こ
と
犯
人
の
武
装
の
様
＋
を
記
す
な
ど
襲
繋
の
子
細
ま
で
把
握
し
て
い
る
が
、
犯
人
の
捜

(20) 

索
状
況
な
ど
は
記
さ
な
い
。
事
後
の
日
軍
刑
に
つ
い
て
は
「
豊
受
神
宮
番
検
内
人
等
科
中
祓
」
と
述
べ
る
に
止
ま
る
。
こ
の
は
か
貞
観
十

み
ふ
す
ま

八
年
お
よ
び

L
和
：
一
年
（
八
八
七
）
に
内
宮
別
宮
瀧
原
宮
の
御
被
や
御
鏡
・
梓
な
ど
が
奪
わ
れ
た
各
事
件
、
延
長
五
年
（
九
一
一
七
）
の
内

宮
正
殿
へ
の
盗
人
侵
入
に
と
も
な
う
板
敷
の
破
損
と
壁
代
・
御
糸
な
ど
の
窃
盗
と
い
っ
た
諸
事
例
で
も
、
そ
の
神
聖
冒
涜
行
為
に
は
犯
罪

当
事
者
（
第
一
義
的
犯
人
）
が
い
る
こ
と
は
認
識
し
つ
つ
、
事
後
の
処
断
に
か
ん
し
て
は
当
日
当
夜
の
勤
番
担
当
者
に
対
す
る
科
祓
は
押

し
並
べ
て
記
す
も
の
の
、
結
局
、
犯
人
捜
査
に
着
手
し
た
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
諸
雑
事
記
』

の
記
述
上
確
認
し
え
た

範
囲
に
止
ま
る
け
れ
ど
、
生
じ
た
罪
に
つ
い
て
第
一
義
的
な
犯
人
の
検
挙
の
有
無
と
は
別
に
、
神
兜
冒
涜
発
生
の
当
日
当
夜
の
勤
番
担
当
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状
況
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

官
、
及
移
式
部
省
、

あ
る
。 す

る
と
続
く
十
憔
紀
前
半
の

と
謡
し
い
）
人
為
的
事
案
に
際
し
て
は
当
然
の

の
勤
番
担
当
者
に
も
科
祓
が
及
ぶ
こ
と
の
そ
の
理
由
は
、
勤
番
担
渭
者
と
し
て
宮
域
・
殿
舎
の
秩
序
維
持
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

求
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
近
代
的
な
罪
刑
関
係
ま
た
そ
の
感
詑
か
ら
す
る
と
こ
れ
ら
の
対
応
は
理
不
尽
に
映
る
け
れ
ど
、
こ
の
よ

う
な
仕
組
み
は
、
例
え
ば
、
右
に
列
記
し
た
よ
う
な
犯
人
検
挙
に
い
た
ら
な
か
っ
た

と
な
が
ら
、
な
に
よ
り
も
予
測
不
可
能
な
畜
類
の
死
や
喰
人
、
井
戸
の
帖
渇
と
い
っ
た
日
然
発
生
的
な
宮
域
・
殿
舎
の
沢
常
・
異
変
、
す

な
わ
ち
何
人
に
対
し
て
も
責
任
の
追
求
の
し
よ
う
が
な
い
神
聖
冒
涜
の
事
案
に
際
し
て
は
、
勤
番
担
翌
者
へ
の
鼠
刑
を
も
っ
て
そ
の
秩
序

攪
乱
の
状
態
に
強
制
的
に
幕
引
き
を
計
る
こ
と
が
で
き
た
点
に
機
能
と
し
て
特
出
し
た
点
を
認
め
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
延
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
の
宿
直
項
の
規
定
は
、
基
本
的
に
は
前
代
つ
ま
り
九
世
紀
初
頭
以
来

□
延
肝
儀
式
板
』

の
宿
直
勤
番
と
同
様
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で

の
規
定
を
踏
襲
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
「
凡
二
所
太
神
宮
者
、
禰
訂
い
、
大
内
人
毎
レ
旬
率
物
忌
父
井
小
内
人
、
戸

人
等
、
分
番
宿
直
、
」
と
そ
の
記
載
は
き
わ
め
て
簡
素
で
、
先
行
す
る

た
だ
し
、
『
延
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
は
、
他
の
条
項
と
の
関
連
で
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
点
に
は
注
意
を
要
す
。
例
え
ば
次
の

考
課
項
で
あ
る
。

凡
一
所
太
神
宮
禰
宜
・
大
内
人
以
下
疇
げ
疇
い
八
八
考
文
者
、
宮
司
勘
造
、
九
月
廿
h
［
以
前
、
進
神
祇
官
、
官
則
押
署
進
一
太
政

十
但
紀
前
半
当
時
、
勤
仕
日
数
の
状
況
は
祠
官
・
職
掌
人
の
評
定
に
直
結
し
て
お
り
、
宮

lll
に
よ
る
彼
ら
の
勤
務
状
況
の
統
括
と
考
文

作
成
が
お
こ
な
わ
れ
、
期

□ま
で
に
神
祇
官
へ
と
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
太
政
官
を
通
じ
て
式
部
省
の
手
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
彼

ら
の
勤
務
状
況
を
判
断
す
る
際
の
材
料
と
は
、
正
員
禰
宜
の
長
上
官
や
大
内
人
ら
の
番

L
官
と
し
て
の
実
績
で
あ
り
、
宿
直
勤
番
勤
仕
の
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『
寛
正
年
中
行
事
』

で
あ
る
か
、
注
意
し
な
く
て
は
な
ら

も
っ
と
も
考
課
自
体
は
、
考
課
木
簡
の
検
討
に
基
い
て
奈
良
時
代
前
半
に
お
け
る
厳
密
な
評
価
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
に
い
た
り
弛
緩

し
そ
の
実
態
を
失
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
成
選
も
五
位
以
上
の
官
人
へ
の
そ
れ
が
九
世
紀
後
半
ま
で
に
放
棄
さ
れ
、
勅
授
に

よ
り
位
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
勤
番
勤
仕
の
貞
面
目
さ
が
評
価
に
直
結
し
な
い
な
ら
、
当
然
、
現
実
の
勤
番
は

弛
緩
し
た
も
の
と
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
律
す
る
う
え
で
も
贔
刑
と
し
て
の
科
祓
は

11應
義
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
け
れ
ど
も
、

こ
ち
ら
も
ゆ
く
ゆ
く
は
十
一
間
紀
半
ば
以
降
十
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
に
漸
次
的
に
科
戚
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

の
消
滅
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
う
し
た
諸
般
の
事
情
が
相
佼
っ
て
宿
直
勤
番
は
本
義
的
意
味
を
喪
失
・
空
洞
化
し
、
中
世
に
は

中
枇
の
神
宮
祭
式
と
し
て
今
日
に
伝
わ
る
の
が
「
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
職
掌
人
・
権
瑚
宜
荒
木
田
（
井

面
）
忠
仲
が
鎌
倉
時
代
初
頭
の
建
久
一
二
年
(
-
―
九
二
）
に
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
そ
の
内
容
は
内
宮
祭
儀
の
儀
式
次
第
や
参
仕
者
の
動

き
、
料
物
に
い
た
る
ま
で
を
き
わ
め
て
詳
密
に
編
述
す
る
と
い
う
付
格
を
有
す
。
た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
同
書
は

さ
ら
に
そ
の
約
一
＾
七

0
年
後
の
室
町
時
代
の
寛
正
五
年
(
-
四
六
四
）
、
正
員
禰
宜
の
鋭
木
川
（
藤
波
）
氏
経
の
手
に
よ
り
十
五
世
紀
半
ば

当
時
の
勤
什
状
況
に
か
ん
す
る
補
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
在
、
歴
史
史
料
と
し
て
残
る
も
の
は
、
忠
仲
に
よ
る
建
久
編
述
分

と
氏
経
に
よ
る
寛
正
袖
訂
分
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
寛
正
五
年
竿
録
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
今
日
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

を
底
本
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
『
白
干
太
神
宮
年
中
行
事
』
を
史
料
と
し
て
用
い
る
際
に
は
、
当
該
部
分
が
忠
仲
に
よ

る
原
典
記
載
の
箇
所
『
建
久
年
中
行
事
』
な
の
か
、
氏
経
が
補
訂
を
加
え
た

番
交
替
・
番
文
加
判
の
次
第

警
衛
以
卜
の
紅
味
を
持
た
な
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

祓
勘
申
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之
状
、
注
進
如
レ
件

依
祭
主
下
文
•
宮
司
符
一
注
進
、
可
下
早
任
一
加
先
例
一
令
中
催
勤
ー
番
直
事

さ
て
、
さ
ぎ
に
『
延
暦
儀
式
帳
』

の
検
討
か
ら
、
ひ
と
月
は
一

0
日
ご
と
の
一
悉
番
（
上
番
・
中
番
・
下
番
）
に
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
た
が
、
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
」
の
記
載
を
通
じ
て
中
世
段
階
に
い
た
っ
て
も
か
か
る
体
制
に
は
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
と
く
に
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
か
ら
は
、
各
月
―

H
、

+
-
n、一
1
+
-
H
の
旬
日
に
は
番
切
り
替
わ
り
の
俄
式
（
番
文
作

成
と
番
交
替
）
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
儀
式
次
第
の
パ
タ
ー
ン
に
は
正
月
冗
日
と
八
月
一
日
の
年
中
一
一
日
に
だ
け
お
こ
な
わ
れ
る

方
式
と
両
日
を
除
い
た
年
中
す
べ
て
の
旬
日
に
適
用
さ
れ
た
い
わ
ば
正
月
十
一
日
方
式
と
い
う
両
様
の
次
第
が
存
在
し
た
こ
と
な
ど
が
判

明
す
る
点
は
重
要
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
次
第
の
確
認
か
ら
は
じ
め
た
い
。

〔
正
月
一
日
番
文
吉
害
加
署
〕

（
化
月
：

H
条）

…
：
其
後
正
権
神
主
村
玉
串
大
内
人
宇
治
土
公
庁
舎
二
着
座
、
自
東
間
入
、
打
板
ノ
ト
一
在
鋪
設
、
長
筵
ノ
上
二
宮
半
畳
也
、
但
予

串
大
内
人
・
政
所
尋
・
物
忌
等
者
毎
度
無
半
畳
一
筵
斗
也
、
禰
宜
北
東
卜
南
庫
、

E
串
西
東
面
、
政
所
南
北
面
一
座
一
一
向
、
政
所
酒
殿

出
納
一
一
人
ヲ
相
具
／
、
自
調
御
倉
一
御
政
印
ヲ
庁
舎
―
―
奉
レ
渡
、
在
警
罪
麟
、
出
納

t
首
ハ
奉
レ
持
レ
盤
、
下
座
ハ
持
レ
箱
テ
政
所
ノ
前
ー
一
置
、

益
公
文
所
履
番
文
ヲ
折
敷
居
、
硯
相
共
ニ
ニ
嗅
前
二
献
立
退
r
鱒
鋸
人
、

T
時
屑
打
、
又
二
座
冒
拝
江
叡
加
判
、
先
番
文
、
次
吉

書
等
也
、
二
叫
一
座
計
、
次
々
同
前
、
若
服
気
等
禰
宜
館
一
参
候
時
者
番
出
納
持
参
被
加
判
之
後
、
政
所
政
印
ヲ
奉
レ
捺
之
後
、
如

政
印
卜
古
一
禰
宜
術
館
被
安
置
、
然
依
火
事
怖
畏
、

レ
元
奉
レ
納
ァ
帰
着
故
浦
田
俊
定
長
官
祭
・
王
清
親
卿
申
合
御
倉
賊
奉
安
置
、

一
太
神
宮
神
主

な
い
。

右
宮
司
今
月
一
日
符
偏
、
祭
主
同
日
下
文
俯
、
早
可
レ
令
レ
勤
者
所
レ
請
如
レ
件
、
然
則
任
次
第
下
知
、
依
二
先
例

5
3ピ
令
催
勤
―



13 伊勢神宮詞官・職掌人の宿直勤番制度

IIrr早
仔
先
例
、
令
中
勤
仕
に
呂
中
番
直
事

庁f 會

[ l 
ーー・ヽ

爾
宜
紐
木
田
神
主

年
吐
止
月
一
日

右

件

御

贄

任

先

例

可

仄

p
勤
仕
一
之
状
、
所
レ
宜
如
加
げ
、
以
下

可
卜
早
任
先
例
、
令
中
勤
仕
卜
七
日
節
供
料
新
菜
御
贄
事

以
下
九
員
署
判
を
略

禰
宜
流
木
田
神
、
上

年
rlFIIE
月＿

H

治
之
状
注
進
如
レ
件

一
太
神
宮
神
、
王

依
祭
主
下
文
•
宮
司
符
注
進
、
可
卜
早
任
先
例
令
中
修
治
ー
御
常
供
田
堰
巾

右
宮
司
今
月
一
日
符
俯
、
祭
主
同
日
下
文
倫
、
早
可
レ
令
修
治
者
所
レ
請
如
レ
件
、
然
則
任
次
第
下
知
依
先
例
可
門
令
修

一
下
祝
長

宮
掌
大
内
人

右
件
番
直
任
先
例
可
レ
令
勤
仕
之
状
、
所
に
旦
如
レ
件
、
件
宮
掌
大
内
人
等
宜
承
知
、
依
レ
件
行
レ
之
、
以
宜

以
下
九
員
署
判
を
略

禰
宜
流
木
田
神
、
E

年
号
正
月
一
日

大
内
人
荒
木
田

大
内
人
荒
木
田
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年
号
正
月
一
日

正
月
一
日
の
白
散
御
隈
奉
仕
に
続
き
、
正
員
羅
宜
、
権
禰
宜
、
玉
串
大
内
人
ら
が
庁
舎
に
参
集
す
る
。
庁
舎
は
、
『
内
宮
帳
』
編
辿
以
来

十
五
世
紀
半
ば
こ
ろ
ま
で
の
内
宮
宮
域
の
様
子
を
描
い
た
と
さ
れ
る
『
皇
太
神
宮
大
宮
院
魚
制
之
図
』
に
よ
れ
ば
、
直
会
殿
院
北
側
に
所

在
し
た
御
酒
殿
院
内
の
施
設
の
一
っ
庁
務
所
（
五
間
・
ニ
間
半
、
菅
丘
き
）
の
こ
と
で
、
現
在
の
直
会
殿
の
廻
廊
で
接
続
し
た
北
棟
の
辺

り
を
東
西
に
突
き
抜
け
る
道
が
か
つ
て
存
在
し
、
そ
の
道
の
北
側
に
南
面
し
て
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
庁
」
の
字
旬
か
ら
も
推
察
さ

れ
る
よ
う
に
、
同
所
は
神
宮
庁
宣
や
神
宮
解
文
な
ど
の
公
文
書
を
整
え
る
と
い
っ
た
神
宮
行
政
を
執
り
行
う
た
め
の
機
関
と
そ
の
施
設
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
に
登
場
す
る
番
文
も
そ
う
し
た
公
文
書
の
―
つ
で
あ
っ
て
、
こ
の
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
向
こ
う
十
日
間
の
勤

番
担
当
者
た
ち
の
歴
名
簿
で
あ
る
。
ま
た
庁
舎
の
日
代
を
政
所
大
夫
と
称
し
、
彼
は
参
集
し
た
瀧
宜
ら
と
相
対
す
る
よ
う
に
南
側
に
着
座

す
る
。
政
所
大
夫
は
酒
殿
を
管
掌
す
る
酒
殿
出
納
（
二
名
）
を
と
も
な
い
、
内
院
（
正
殿
な
ど
の
所
在
区
画
）

倉
に
安
個
さ
れ
て
い
る
内
宮
政
印
を
取
り
出
し
、
庁
舎
ま
で
警
輝
を
と
も
な
い
な
が
ら
持
参
す
る
。
｝
続
い
て
庁
舎
で
は
出
納
ら
が
政
所
大

夫
の
前
に
盤
と
政
印
を
据
え
る
と
、
番
公
文
所
が
番
文
を
折
敷
の
上
に
置
き
、
硯
と
と
も
に
こ
濶
宜
の
前
へ
と
進
め
る
。
そ
う
し
て
正
員

稲
宜
ら
が
番
文
と
吉
書
に
署
判
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
万
一
、
服
気
な
ど
庁
舎
付
近
ま
で
の
参
入
に
は
憚
り
の
あ
る
も
の
の
宿
館
(
-
鳥

居
手
前
付
近
に
散
在
）
ま
で
参
じ
て
い
る
正
員
禰
宜
の
あ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
庁
舎
に
屈
並
ぶ
両
々
が
加
署
を
お
こ
な
い
、

納
が
そ
の
宿
館
に
ま
で
持
参
し
て
参
進
能
わ
ざ
る
正
員
禰
宜
に
も
署
判
を
お
こ
な
わ
せ
た
う
え
で
、
最
後
に
内
宮
政
印
を
番
文
・
古
書
に

加
え
て
整
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
宮
域
外
（
里
と
称
さ
れ
る
）
に
い
な
い
限
り
は
、
番
文
に
は
正
員
禰
宜
の
全
員
が
加
署
す
る
と
い

う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。

以
下
九
員
署
判
を
略
）

禰
宜
荒
木
田
神
主

の
調
御
倉
へ
と
参
じ
、
同

の
ち
酒
殿
出
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侮
月
彗
番
禰
宜
祇
候
次
第
、

-
H白
十

禰
{lI

を
お
こ
な
っ
た
。
参
照
し
て
み
よ
う
3

こ
の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、
氏
経
は

保
元
一
一
年

任
は
仁
平
三
年

し
た
所
の
直
前
（
次
第
に
か
ん
す
る
末
尾
）

禰
宜
浦
田
俊
定
が
当
時
の
祭
主
大
中
臣
清
親
と
相
談
し
、
以
後
調
御
倉
に
収
蔵
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
記
す
。
浦
田
俊
定
の
一
禰
宜
在

一五一
1.

）

一
五
じ
）

の
割
注
は
、
往
古
に
は
政
印
を
一
禰
宜
宿
館
に
奉
安
し
て
い
た
が
、
火
災
へ
の
恐
れ
か
ら
一

か
ら
茄
応
一
一
年
（
一

の
わ
ず
か
四
年
に
限
ら
れ
る
、

翼
岱
止
年
中
行
事
』

の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
。
ま
ず
古
書
様
式
を
示

一
七
―
-
）
ま
で
で
、
大
中
臣
清
親
の
祭
‘
下
在
任
期
間
と
重
な
る
の
は
仁
平
一
二
年
か
ら

い
ず
れ
に
し
て
も
忠
仲
に
よ
る
『
建
久
年
中
行
事
』
作
成
の
四

0
年
ほ
ど
以
前

の
出
来
事
で
あ
る
か
ら
、
灯
該
の
記
述
は
『
建
久
年
中
行
事
』
段
階
で
す
で
に
記
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
加
え
て
、
『
寛
正
年
中
行

事
』
で
は
、
多
く
補
訂
分
の
冒
頭
に
「
当
時
：
．
」
と
い
っ
た
文
言
が
挿
人
さ
れ
る
特
徴
的
傾
向
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
11

寛
正
五
年
を

愈
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
掲
部
分
に
は
全
体
を
通
じ
て
そ
う
し
た
氏
経
補
訂
の
形
跡
が
な
い
こ
と
も
右
の
推
察
を
裏
付
け
る
の
で
は

な
い
か
。
番
文
と
吉
書
へ
の
加
署
の
次
第
は
、
中
世
を
通
じ
て
変
容
が
な
か
っ
た
と
者
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
正
員
禰
宜
の
定
員
は
、
応
和
元
年
（
九
六
ー
）
に
一
貝
か
ら
二
員
へ
増
員
さ
れ
、
天
延
二
年
（
九
七

四
）
に
は
一
ご
員
、
止
暦
万
年
（
九
九
四
）
に
は
四
員
、
さ
ら
に
斑
弘
：
こ
年

(
1
1
0
0
六
）
に
は
一
度
に
一
一
員
が
増
員
さ
れ
て
六
員
制
と
な

る
な
ど
、
平
安
時
代
中
頃
に
か
け
て
矢
継
ぎ
早
に
組
織
的
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
さ
ら
に
続
く
院
政
期
の
保
延
元
年
（
一

員
、
鎌
倉
前
期
の
承
久
三
年
(
-
=
-
―
―
-
)
に
八
員
と
な
り
、
最
終
的
な
十
員
の
体
制
に
定
ま
っ
た
の
は
鎌
倉
後
期
の
嘉
．
几
―
一
年
（
一
―
-
．

0
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
古
代
（
『
延
杯
俄
式
戟
』
『
延
喜
式
』
）
に
お
け
る
正
員
淵
宜
11

一
員
11

長
番
の
在
り
方
は
、
こ
う
し
た

定
員
の
拡
充
に
と
も
な
い
ど
う
な
っ
た
か
3

十
員
訓
ド
に
お
け
る
正
員
禰
宜
の
宿
直
勤
番
は
、

い
か
に
編
制
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
寛
正
年
中
行
事
』
編
纂
に
際
し
て
、
十
五
棋
紀
半
ば
過
ぎ
の
実
態
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
別
記

二
羅
宜
請
取
祇
候
、

と
こ
ろ
で
、
当
該
の
記
述
は
『
建
久
年
中
行
事
』
あ
る
い
は

三
日
三
神
主
請
取
、

五
1
四
神
主
請
取
、
じ
日
五
神
主
請
取
、

―
―
＾
一
五
）
に
は
七
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も
ち
ろ
ん
考
課
に
は
連
携
し
な
い
）
と
な
っ
て
い
る
。

一
羅
宜
だ
け
は
、
唯

日
割
り
の
規
定
が
な
い
。
こ
の
点
、
近
肌
の
神
宮
名
証

こ
の
う
ち
①
は
十
員
制
下
で
の
正
員
淵
宜
に
よ
る
勤
番
の
日
割
り
を
述
べ
て
お
り
、
二
瑚
宜
以
下
は
正
員
爾
宜
な
が
ら
事
実
卜
の
分
釆
rn

と
い
っ
た
宿
直
勤
番
に
か
ん
す
る
様
子
が
判
明
す
る
。

当
番
禰
宜
が
祭
儀
を
催
行
す
る
。

②
宮
司
対
面
。
朔
日
・

r
-
R
．
二
十
一
日
の
旬
日
に
は
、
参
宮
し
た
宮
司
と
当
番
の
禰
宜
が
対
面
す
る
。

③
番
禰
宜
の
神
事
勤
仕
。
宿
直
中
は
常
時
宮
域
内
に
在
り
続
け
た
の
で
、
自
余
の
禰
宜
が
宮
域
へ
の
参
仕
が
小
吋
能
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、

④
宮
域
・
殿
舎
の
異
常
。
発
生
に
際
し
て
は
、
ま
ず
「
宮
庁
」

⑤
当
番
羅
宜
の
禁
忌
。
当
番
礁
宜
に
障
り
が
生
じ
た
と
き
に
は
一
淵
官
に
報
告
を
お
こ
な
い
、
二
神
主
以
下
で
順
次
補
う
C

十
六
ー
＿
二
十
日
）
。

①
二
揺
宜
以
下
の
勤
番
の
日
に
ち
。
一
珂
禰
宜
（
朔
・
ニ
日
）
、

六
禰
宜
（
卜
＼
十
一
五
日
）
、
七
禰
宜
（
十
三
ー
十
六
日
）
、
八
硼
宜
(
+
七
＼
二
十
日
）
、
九
瑚
宜
(
-
-
+
-
＼
二
十
斤
日
）
、
十
傭
宜
（
ニ

右
の
記
述
か
ら
は
、

十
日
六
庸
宜
請
取
、
十
一
二
日
七
神
主
請
取
、
十
七

H
八
神
主
請
取
、
廿
一
日
九
神
主
請
取
、
廿
六
日
十
神
主
請
取
、
祇
餃
之
次
第
同

前
、
旬
日
宮
司
対
1
面
番
祗
宜
也
、
又
新
補
之
宮
司
拝
賀
之
時
者
、
礁
宜
一
同
矛
葺
竺
着
対
面
、
酒
肴
勧
而
一
座
勤
之
、
祇
承
衣
冠

例
也
、
然
而
当
時
番
禰
宜
一
人
対
面
也
、
在
一
勧
盃
、
又
諸
神
事
日
余
禰
宜
雖
レ
不
参
勤
＼
於
番
禰
宜
一
者
、
必
令
参
勤
例
也
、

又
於
宮
中
有
異
儀
一
時
者
、
宮
庁
二
注
進
例
也
、
又
什
御
河
殺
生
輩
者
、
可
レ
致
禁
断
成
敗
＼
惣
而
番
中
毎
事
慎
可
レ
打
息

慮
、
又
番
禰
宜
有
禁
忌
・
当
病
・
灸
治
・
雑
熱
等
時
者
、
其
巳
凡
長
官
令
注
進
、
就
レ
其
不
レ
謂
一
日
数
多
少
一
、
自
二
神
‘E

(35) 

次
第
一
以
番
出
納
1

番
代
ヲ
被
差
進
一
例
也
、

三
鼎
宜
（
一
-
1
•
四I
l
)
、

四
禰
宜

(li
．
六
日
）
、
五
禰
宜
（
七
ー
九

H
)
、

11

庁
舎
の
内
宮
庁
に
報
告
す
る
。
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学
者
も
「
一
禰
宜
は
其
制
な
し
。
か
、
れ
ば
一
禰
宜
は
長
番
な
る
べ
く
、
九
員
禰
宜
は
分
番
と
い
う
べ
し
。
」
と
、

番
、
二
禰
官
以
ド
は
分
番
と
捉
え
て
い
る
。
た
だ
、
付
け
加
え
て
お
く
と

や
は
り
一
禰
宜
を
長

『
氏
経
卿
神
事
記
』
か
ら
氏
経
一
禰
宜
在
任
時
の
動
ぎ
を
追
っ

た
と
こ
ろ
、
彼
は
脚
気
を
口
実
に
宮
域
に
参
仕
し
な
か
っ
た
り
退
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
二
靡
宜
で
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
在
任
中
宮
域
に
籠
り
続
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
依
甚
雨
予
ぷ
伯
館
一
ヒ
不
参
、
」
な
ど
の
記
迩
は
、

域
内
に
は
所
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
同
時
に
、
宮
域
に
あ
り
続
け
る
と
い
う
意
味
で
の
長
番
が
中
世
後
期
に
は
す
で
に
お
こ
な

こ
の
ほ
か
②
か
ら
⑤
は
「
例
也
」
の
字
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
止
五
年
以
祁
以
来
の
勤
番
に
か
ん
す
る
慣
習
と
い
え
る
。
具
体
的
に

遡
及
可
能
な
上
限
は
不
明
だ
が
、
と
く
に
③
お
よ
び
⑤
は
一
一
員
以
上
の
正
員
禰
宜
の
存
在
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
十
但
紀
半
ば
以
降
の
ル

正
月
几
日
条
に
戻
ろ
う
。
前
掲
（
番
文
古
書
加
署
）
の
吉
書
様
式
に
引
き
続
い
て
、

交
替
ハ
物
忌
父
等
勤
、
於
庁
舎
前
番
請
渡
由
ヲ
申
、
宮
司
神
拝
、
手
水
出
納
勤
之
、
祇
承
ハ
四
御
門
際
「
、
テ
也
、
公
文
所
鱈
勤
、
櫻
宮

マ
プ
ト
向
ノ
時
分
参
向
、
宮
司
一
殿
ノ
北
戸
ノ
束
こ
II-
、
南
面
、
禰
宜
ハ
据
ヴ
引
、
南
ノ
軒
ヲ
経
ー
ナ
人
、
東
上
北
面
列
5

立、

f
時
対
拝
ノ
後
沓
ヲ

鼠
鋪
設
着
座
、
各
々
屈
拝
、
子
時
番
公
文
所
竺
四
座
、
在
鋪
設
一
、
東
向
面
i-r

番
文
読
進
ぷ
波
筆
五
交
持
参
、
宮
司
請
取
之
加
判
、

返
公
文
所
、
司
中
ノ
侍
一
渡
、

と
記
す
。
庁
舎
で
番
文
・
古
書
へ
の
加
署
が
進
行
し
て
い
る
さ
な
か
、
物
忌
父
ら
は
内
院
に
参
じ
て
正
宮
を
中
心
に
巡
視
を
お
こ
な
う
の

だ
が
、
そ
の
巡
視
の
次
第
に
つ
い
て
は
正
月
十
一
日
条
に
詳
し
く
、
．
JC
日
条
で
は
巡
視
以
後
の
所
作
か
ら
を
記
し
て
い
る
。

一
先
ず
、
元

日
条
に
よ
る
と
巡
視
以
後
物
忌
父
ら
は
庁
舎
へ
と
参
じ
、
「
番
（
交
替
）
受
け
渡
し
（
侍
り
）
」
と
報
告
を
お
こ
な
う
。
す
る
と
庁
舎
に
い

た
爾
宜
ら
と
も
ど
も
直
会
殿
院
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。
直
会
殿
院
の
「
一
殿
」

ー
ル
と
考
え
て
も
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
五
丈
殿
の
北
側
に
は
宮
司
が
待
機
し
て
お
り
、

一
羅
宜
氏
経
が
恒
常
的
に
宮
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硯
の
用
意
な
ど
は
正
月
一
日
型
式
と
同
様
で
あ
る
。

相
対
す
る
よ
う
に
禰
宜
ら
は
南
側
に
北
向
き
に
列
立
し
、
対
拝
し
た
の
ち
着
座
す
る
。
番
公
文
所
は
西
側
座
で
番
文
に
記
載
さ
れ
た
勤
番

予
定
者
の
歴
名
を
読
み
上
げ
、
筆
と
と
も
に
宮
司
へ
と
進
め
る
。
宮
司
は
こ
れ
に
署
判
を
加
え
て
承
認
す
る
と
番
公
文
所
に
戻
し
、
宮
司

ふ

40)

庁
の
侍
に
渡
す
の
で
あ
る
。
以
上
を
も
っ
て
正
月
一
日
方
式
の
番
文
加
署
・
番
交
替
は
終
わ
り
で
あ
る
。
年
中
を
通
じ
て
正
月
一
日
と
同

様
の
次
第
が
定
め
ら
れ
て
い
る
旬
日
が
八
月
一
日
で
、
神
宮
で
は
政
務
始
め
の
日
に
あ
た
る
。
同
日
も
ま
た
番
文
の
ほ
か
、
飯
高
郡
御
鮨

米
、
佐
八
御
牧
簗
資
、
所
職
補
任
関
連
の
吉
書
が
あ
る
が
、
総
じ
て
「
其
之
間
次
第
作
法
如
正
月
元
日
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
正
月
十
一
日
に
代
表
さ
れ
る
番
文
加
署
・
番
交
替
の
次
第
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
正
月
十
一
日

旬
神
拝
事
〕

早
旦
一
一
衣
冠
ヲ
着
祓
ヲ
勤
仕
、
家
子
ノ
禰
宜
ハ
長
官
ノ
館
二
参
集
、
~
時
番
公
文
所
竺
兼
采

m
文
｝
整
、
硯
ブ
相
副
長
官
ノ
御
前
二
跨
据
テ
献
、
長

官
笏
ヲ
持
r
礼

i
人
二
座
二
礼
；
被
加
判
、
公
文
所
番
文
・
硯
aJ

給
、
又
立
退
侯
、
・
十
時
又
礼
、
次
々
同
前
也
、
其
後
以
一
番
出
納
一
傍

官
御
判
ヲ
申
、
上
首
次
第
也
、
但
雖
レ
為
末
座
一
上
首
ノ
御
前
砕
詮
竺
同
加
判
也
、
参
I

侯
館
禰
宜
計
也
、
番
文
ヲ
無
二
送
レ
里
例
、
長

官
不
レ
被
レ
参
之
時
ハ
上
首
館
ヨ
リ
次
第
―
一
申
御
判
、
次
神
拝
、
一
鳥
居
ノ
神
フ
拝
厨
’
刀
、
二
烏
居
神
拝
、
出
納
子
良
館
ノ
前
二
蹄
据
；
交

替
御
参
ノ
巾
ヲ
申
、
但
番
出
納
者
番
ノ
公
文
所
二
相
従
御
政
印
御
倉
二
参
ル
、
物
忌
父
等
承
知
、
則
各
布
衣
ヲ
着
、
大
物
忌
父
兄
部
北
御

門
ぷ
雙
竺
持
ア
南
鳥
居
西
側
二
候
、
長
官
・
傍
官
ハ
風
宮
高
倉
殿
ノ
方
拝
〗
門
由
貴
殿
・
酒
殿
・
櫻
宮
御
門
前
同
前
也
、
三
鳥
居
坐
神

達
ヲ
拝
／
、
石
壺
一
府
坐
候
、
各
詔
刀
ヲ
申
、

旱
朝
、
当
時
の
一
禰
宜
の
家
子
禰
宜
た
ち
は
一
禰
宜
の
宿
館
へ
と
参
集
す
る
。
正
月
元
日
と
異
な
る
の
は
場
所
が
庁
舎
で
は
な
く

‘
t

一
日
は
正
員
禰
宜
の
宿
館
に
お
い
て
一
禰
宜
お
よ
び
家
子
禰
宜
ら
か
ら
番
文
加
署
が
開
始
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
番
文
加
署
を
終
え
た

一
同
が
、
全
員
で
連
れ
立
ち
内
院
へ
と
参
進
す
る
点
も
正
月
元
日
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
番
公
文
所
に
よ
る
事
前
の
番
文
・
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そ
の
旨
を
報
告
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
北
御
門
か
再
び
閉
じ
ら
れ
た
あ
と
は
、
荒
祭
宮
拝
な
ど
を
し
つ
つ
一
殿
へ
と
向
か
う
。
な
お
、

門
か
ら
で
て
く
る
と

と
あ
る
よ
う
に
、
内
宮
内
院
の
眼
前
を
流
れ
る
島
路
川
の
川
淵
に
で
る
C

当
時
、
こ
の
付
近
に
は
中
島
が
存
在
し
、
そ
こ
に
は
黒
木
橋
が

物
忌
父
・
物
忌
ら
は
同
東
側
を
経
廻
っ
て
）
、
北
御
門
に
て
両
者
が
合
流
す
る
。
大
物
忌
父
が
持
参
し
た
鉛
で
北
御
門
を
開
く
と
、
物
忌
ら

が
次
々
と
内
院
に
参
入
す
る
。
内
院
内
で
は
正
殿
を
中
心
に
時
計
回
り
に
周
回
し
て
異
常
や
異
変
の
有
無
を
確
認
す
る
。
こ
う
し
て
北
御

一
禰
宜
に
対
し
「
異
ナ
ル
事
モ
御
渡
候
ヌ
ト
」
と
申
し
て
間
題
な
き
旨
を
報
告
す
る
。
無
論
、
異
変
発
見
の
際
に
は
、

掛
け
ら
れ
、
そ
の
た
も
と
で
諸
方
神
拝
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
行
は
そ
の
後
内
院
の
北
側
へ
と
進
み
（
正
員
禰
宜
は
外
玉
垣
の
西
側
を
、

礼
倖
将
旦
礼
、

さ
て
、
彼
ら
は
ま
ず
三
鳥
屈
で
の
神
拝
を
経
て
、
同
所
の
石
壺
に
着
ぎ
詔
JJ
を
中
し
上
げ
る
。
そ
し
て

詔
刀
後
各
座
サ
起
石
壺
！
退
r
跨
距
、
一
座
礼
碕
岬
橋
ノ
神
拝
悲
参
、
（
豊
受
宮
以
ド
の
神
拝
を
略
す
）
次
一
座
北
烏
居
ノ
前
坪
垣
ノ
醐
―
_

沓
ヲ
脱
鱒
据
、
自
余
ノ
禰
官
ハ
酉
ノ
方
二
候
、
相
ふ
吋
物
忌
父
等
一
、
瑞
鉦
ノ
東
ヲ
経
―
r

参
、
先
御
殿
フ
拝
、
次
一
神
主
礼
ノ
後
北
ノ
御
門
ヲ
奉
レ

開
、
又
一
座
ご
礼
；
御
内
参
、
次
々
物
忌
各
先
御
殿
ヲ
拝
、
次
一
神
主
礼
；
参
人
、
東
ョ
贔
閂
奉
拝
見
一
、
北
御
門
出
、

禰
宜
奉
レ
向
跨
鋸
／
有
異
儀
時
ハ
其
旨
ヲ
申
、
初
則
参
入
被
一
実
検
＼
又
無
異
儀
時
ハ
異
ナ
ル
事
モ
御
渡
候
ヌ
ト
申
、
則
礼
／
又
座
ヲ
起
テ

と
も
に
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

続
く
部
分
か
ら
は
、

一
臆

さ
き
の
正
月
元
日
条
で
は
略
記
さ
れ
て
い
た
物
忌
父
ら
に
よ
る
内
院
巡
視
の
様

f
が
判
明
す
る
。
宿
館
エ
リ
ア
を

出
発
し
た
一
行
は
一
鳥
屈
、
二
鳥
居
と
神
拝
を
経
な
が
ら
進
み
、

二
鳥
居
を
過
ぎ
る
と
進
行
方
向
右
手
に
子
良
館
が
み
え
て
く
る
。
酒
殿

出
納
は
子
良
館
前
に
樽
据
し
て
「
交
替
一
御
参
」
と
申
し
伝
え
る
が
、
出
納
に
は
公
文
所
と
と
も
に
政
印
の
取
り
出
し
の
役
が
あ
る
た
め

一
方
、
声
を
か
け
ら
れ
た
物
忘
父
・
物
忌
ら
は
こ
れ
を
承
知
し
、
こ
の
日
ま

で
(
-
日

1
十
日
ま
で
）
番
を
担
当
し
て
ぎ
た
大
物
忌
父
は
内
院
北
御
門
の
鍮
を
持
参
し
て
、
内
院
南
側
の
一
二
鳥
居
へ
と
正
員
禰
宜
ら
と

声
を
か
け
た
あ
と
は
そ
の
ま
ま
調
御
倉
へ
と
進
ん
で
い
く
。
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な
い
。
そ
こ
で

し‘

゜
継
が
れ
た
の
だ
ろ
う
。

一
殿
に
お
け
る
鑑
授
受
以
後
、

こ
の
間
に
先
だ
っ
て
宿
館
で
整
え
ら
れ
た
中
番
(
+
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
）

お
く
こ
と
と
さ
れ
た
。

続
い
て
一
殿
（
五
丈
殿
）

の
番
文
に
、
旬

H
参
宮
し
た
宮
司
が
加
署
を
お
こ
な
っ
て

で
は
、
物
忌
父
の
あ
い
だ
で
内
院
北
御
門
の
紺
の
受
け
渡
し
の
儀
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

て
色
物
忌
父
等
一
殿
以
レ
東
為
レ
上
南
向
烈
候
、
北
御
門
ヲ
納
後
御
溢
叶
皇
寸
物
忌
父
兄
部
請
取
テ
棒
持
、
子
時
自
レ
東
於
第
一
―
―
―
―
^

間
禰
宜
各
三
方
五
庄
由
貴
殿
・
酒
殿
拝
、
次
朝
拝
、
次
山
厳
社
拝
、
次
氏
神
荒
木
川
社
・
氏
寺
拝
直
方
、
件
拝
等
一
殿
ノ
乾
角
柱
ノ

乾
方
コ
リ
坤
ェ
跨
据
也
、
次
二
座
庁
舎
ぷ
有
、
自
東
間
一
入
、
打
板
上
鋪
設
出
納
調
、
其
卜
南
向
二
脆
、
自
余
祗
宜
ハ
西
方
ノ
傍
二
被
一
相

待
、
手
時
物
忌
父
等
由
貰
殿
・
酒
殿
拝
後
庁
舎
前
置
石
北
烈
候
、
以
レ
東
為
レ
じ
、
大
物
忌
父
兄
部
一
座
向
、
番
交
替
請
渡
侍
リ
ト

申
、
子
時
対
拝
、
又
座
ヲ
立
ァ
拝
、
後
御
鍮
ヲ
子
良
ノ
館
持
参
人
、

ど
こ
ま
つ
り

；
一
色
」
の
物
忌
父
と
は
、
大
物
忌
父
•
宮
守
物
忌
父
・
地
祭
物
忌
父
ら
三
職
の
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
で
は
上
番
(
-
日
か
ら
十
日
ま

で
）
は
大
物
忌
父
が
溢
を
管
理
し
て
お
り
、
そ
れ
が
旬
日
に
内
院
巡
視
の
儀
を
経
て
中
番
(
+
-
U
か
ら
二
十
日
ま
で
）
を
担
う
宮
守
物

忘
父
に
渡
さ
れ
て
い
る
。

F
番
(
―
-
+
―
日
か
ら
一
二
十
日
ま
で
）
に
あ
た
っ
て
は
、

ニ
ト
一
日
に
宮
守
物
忌
父
か
ら
地
祭
物
忌
父
に
引
き

一
行
は
庁
舎
へ
と
移
動
す
る
。
庁
舎
で
は
、
正
月
元
日
と
同
様
に
こ
の
日
ま
で
の

番
を
勤
め
て
い
た
大
物
忌
父
が
「
番
交
替
請
渡
侍
リ
」
と
申
す
C

上
番
が
完
，
j

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
正
月
十
一
日
条
の
記
述
か
ら
は
、
当
該
条
が
『
建
久
年
中
行
事
』
『
寛
正
年
中
行
事
』

し
か
し
、

の
い
ず
れ
の
段
階
の
記
載
か
判
じ
が
た

一
先
ず
は
、
「
当
時
」
文
言
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
中
恨
前
期
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
記
述
と
考
え
て
お
き
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
古
代
・
中
世
の
祭
式
に
基
づ
い
た
宿
直
勤
番
の
機
構
的
な
復
原
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

や
は
り
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
、
勤
番
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
ご
と
き
個
々
の
創
官
・
職
掌
人
の
動
き
ま
で
は
明
ら
か
に
し
え

『
延
亨
三
年
本
宮
宿
直
再
興
沙
汰
文
』
は
、
そ
の
成
立
は
十
八
侃
紀

t
ば
と
大
き
く
時
代
は
降
る
も
の
の
、
近
世
に
な
り
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一
、
正
員
禰
宜
|
人

す
で
に
廃
絶
し
た
古
儀
の
一
っ
と
し
て
宿
直
勤
番
を
調
在
・
報
生
1

し
た
文
献
と
し
て
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
應
義
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
3

宿
直
勤
番
の
日
ご
と
の
編
成

喜
本
宮
宿
直
再
興
沙
汰
文

延
享
贔
年
四
月
二

□
宮
中
宿
直
之
儀
付
京
都
江
飛
脚
三
六
郎
立
候
、
依
御
尋
之
義
勘
進
之
趣
左
二
記
之
、

一
筆
被
啓
上
候
、
然
者
先
達
而
御
内
々
被
二
仰
下
一
候
宿
直
之
儀
、
此
度
吟
味
什
、
御
書
一
通
・
勘
例
一
冊
差
上
之
候
、
御
内
々

二
被
仰
卜
候
間
、
先

■者
■差
上
之
候
、
是
等
之
旨
PJ
レ
被
I

御
執
成
頼
上
候
、
猶
又
御
諄
之
義
も
御
座
候
、

四
月
―
―
一
日

水
口
玄
蕃
殿

素
田
勘
解
由
殿

（
「
内
宮
宿
直
之
事
」
を
略
）

宿
直
御
再
興
之
時
勤
方

恐
恨
謹
言

中

以

名

代

nr
申

卜

候

仕

f
各
一
人

〒
*

仏
ぃ
呂ト
＇
淵
行

f
f
i
J
 

バ
、
ク
ー
半

一
禰
宜
・
耀
宜
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(
「
一
、
地
下
権
漏
宜
当
時
凡
八
十
人
」
を
略
）

（
「
一
、
宿
衛
屋
建
置
」
を
略
〔
図
I
〕）

古
記
所
載
之
宿
衛
屋
四
間
長
各
戴
丈
卜
有
之
、
此
四
宇
之
内
一
宇
形
斗
相
残
候
得
共
、
宮
預
奉
行
以
ド
相
詰
候
屋
ニ
テ
宿
直
祇
候

不
相
調
候
、
今
度
御
再
興
御
座
候
者
、
如
レ
図
造
立
仕
度
奉
レ
存
候
、

右
之
外
二
行
水
相
調
候
斎
館
一
宇
且
い
，
｛
い
、
外
院
二
建
申
度
奉
レ
存
候
、

右
、
御
内
々
依
御
尋
申
卜
候
、
以
卜
、

（
「
古
代
宿
直
屋
之
事
」
を
略
）

昼
之
内
ハ
勤
番
羅
宜
衛
護
、

外
仕

T
四
人

一
、
物
忌
父
十
一
一
人

大
物
忌
父
三
人
、
宮
守
物
忌
父
一
：
八

夫
各
一
一
人

夫
各
二
人

清
酒
作
内
人
、
酒
作
内
人
、
御
笥
作
内
人
、
御
笠
縫
内
人
、
御
巫
内
人
、
荒
祭
宮
内
人
、
滝
祭
内
人
、
風

H
祈
宮
内
人

右
、
神
宮
重
代
権
官
之
内
二
人
、
物
忌
之
内
二
人
、
内
人
之
内
二
人
、
仕

r―
一
人
都
合
八
人
暮
六
時
以
前
斎
館
江
相
詰
、
此
八
人

ヲ
ニ
ッ
ニ
分
チ
、
権
官
壼
人
、
物
忌
父
壼
人
、
内
人
一
人
、
仕
丁
一
人
以
上
四
人
者
暮
六
時
よ
り
夜
九
時
迄
宿
衛
屋
二
祇
候
、
残

四
人
者
外
院
之
斎
館
二
相
控
、
夜
九
時
ヨ
リ
居
替
リ
明
ケ
六
時
迄
祇
候
、
尤
夜
分
宿
直
ノ
交
替
ハ
如
古
例
一
勤
番
禰
在
相
改
之
、

一
、
内
人
当
時
凡
二
十
余
人

地
祭
物
忌
―
―
一
人
、
副
物
忌
父
三
人

一
、
神
宮
重
代
権
禰
宜
井
玉
串
内
人
以
下
凡
二
干
＇
人
夫
各
一
人

夫
各
一
人
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ナ

｝

、,, 

れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

の
ご
と
く
な
ろ
う
。

の
あ
る
こ
と

の
人
び
と
に
よ

で
の
日
中

い
て

そ
の
と
も

は
ヽ

-~ 
‘ 

で

らー

に

な
お
、

っ
て
図
不
し
た
。
し
か

っ
て
い
た
。
こ
の

ょ
゜

ル
ー
フ
(

四
名
の
グ
ル
ー
プ
を
一

つ
作
り
、
一
グ
ル
ー
プ
は

ニ
四
時
ま
で
の

（
二
名
）
．

一
名
）
・
内
人
（
二
名
）
．

も
う
一
グ

夕
刻

の
勤
め
方
に
か

し‘

゜

ど
に
つ
い

の
こ
と
、

こ

か
つ
て
ー
古
代

こ
な
わ
れ
て
い
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究
に
資
す
れ
ば
ギ
い
で
あ
る
。

量
刑
た
る
科
祓
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

組
成
に
あ
た
っ
て
は
、
正
貝
揺
宜
が
長
上
、
内
人
は
番
長
と
な
り
小
内
人
以
ド
を
率
い
、

一
方
で
そ
れ
ら
を
担
う
人
び
と
が
平
生
ど
の
よ

ひ
と
月
を
一

O

U
ご
と
に
上
・
中
・
下
番
の
―
―
―

つ
に
分
け
担
賃
さ
せ
て
い
た
。
十
世
紀
前
半
に
は
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
勤
番

H
数
や
態
度
は
考
課
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

な
お
、
古
代
に
お
い
て
は
、
宮
域
・
殿
舎
の
異
常
や
異
変
を
神
聖
冒
涜
の
罪
と
看
倣
す
考
え
が
存
在
し
、
宿
直
勤
番
は
そ
う
し
た
宮
域
・

殿
舎
の
異
常
・
異
変
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
、
秩
序
維
持
の
面
で
も
怠
味
を
持
っ
た
。
彼
ら
に
は
、
実
際
に
宮
域
や
殿
舎
に
か
か
わ
る
何

市
か
間
題
の
生
じ
た
際
、
犯
罪
の
当
事
者
（
第
一
義
的
犯
人
）

の
有
無
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
当
日
当
夜
の
勤
番
担
当
者
に
神
事
違
例
の

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
経
過
に
と
も
な
い
考
課
・
選
叙
お
よ
び
科
祓
が
形
骸
化
・
衰
退
化
し
た
こ
と
で
、
中
世
に
は
す
で
に
宮
域
・

殿
舎
の
警
衛
以
上
の
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
中
世
に
か
け
て
正
員
禰
宜
の
定
員
数
の
増
加
に
と
も
な
い
二

礁
宜
以
下
の
担
ヤ
ー
日
数
の
設
定
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
祠
官
・
職
掌
人
組
織
の
在
り
方
に
応
じ
た
改
変
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
近
世
史
料
『
延
古
f

ご
一
年
本
宮
宿
直
再
興
沙
汰
文
』
を
用
い
て
、

11
ご
と
の
時
間
割
り
に
も
検
討
を
加
え
た
。
ち
な
み
に
管
見
の
限

り
で
あ
る
が
、
当
該
の
史
料
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
前
近
代
の
宿
直
勤
番
に
か
か
わ
る
言
及
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
同
史
料
の
記
述
内
容
は
、
今
日
で
は
す
で
に
失
わ
れ
た
占
代
・
中
世
の
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
〔
図

II〕

の
ご
と
く
宿
直
勤
番
の
機
構
的
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
制
度
・
機
構
は
あ
く
ま
で
枠
組
み
で
あ
り
、
そ

の
時
代
的
運
用
の
実
態
と
は
峻
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

か
く
し
て
古
代
・
中
批
の
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
、
祠
官
・
職
掌
人
ら
に
よ
る
宿
直
勤
香
体
制
の
機
構
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
神
社
は
年
中
諸
祭
依
の
執
行
・
神
祇
祈
疇
の
執
行
を
一
義
と
す
る
施
設
だ
が
、

う
な
官
務
を
お
こ
な
っ
て
い
た
か
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
の
伊
勢
神
宮
あ
る
い
は
神
社
研
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注(
l
)

翻
刻
刊
行
し
た
も
の
と
し
て
は
、
『
神
宮
年
中
行
事
大
成
前
篇
〈
増
補
大
神
宮
叢
書
認
〉
』
（
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0
七
）
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
[
-
)
の
西
濃
印
刷
岐
阜
支
店
版
の
復
刻
で
あ
り
、
翻
刻
の
精
度
や
諸
本
校
合
の
状
況
は
約
八

0
年
前
の
水
準
で
あ
る
。
ま

た
八
木
書
店
よ
り
『
氏
経
卿
神
事
記
〈
史
料
纂
集
古
記
録
編
〉
』
と
し
て
全
二
冊
（
一
は

・
1
0
一
六
年
既
刊
）
を
刊
行
中
で
あ
る
。

(
2
)

『
三
重
県
史
資
料
編
中
世
l

（
上
）
』
（
三
重
県
、
一
九
九
七
）
に
収
載
。

(
3
)
拙
論
「
自
筆
「
氏
経
卿
神
事
記
」
と
諸
写
本
の
展
開
」
（
『
神
道
宗
教
』
一
．
四
―
-
、1
;
0
一
六
•
四
）

U

(
4
)

『
神
宮
典
略
別
冊
―
一
宮
禰
宜
年
表
〈
増
補
大
神
宮
叢
書
4
〉
』
（
古
川
弘
文
館
、
二

0
0
六）。

(
5
)
宮
域
区
画
の
呼
称
。
内
院
と
外
院
が
あ
る
。
内
院
は
、
外
屯
垣
に
囲
ま
れ
た
、
正
宮
や
束
•
西
の
宝
殿
以
下
第
四
御
門
に
い
た
る
ま
で
の
範

囲
で
あ
る
。

(
6
)

薗
田
守
良
「
神
宮
典
略
一
一
十
考
選
」
（
『
神
宮
典
略

1
篇
〈
増
補
大
神
宮
叢
書
2
〉
』
占
川
弘
文
館
、
二

0
0
五）。

(
7
)

坂
本
廣
太
郎
『
神
宮
祭
祀
概
説
〈
神
宮
教
養
叢
書
七
〉
』
（
神
宮
司
庁
、
一
九
一
了
ハ
）
。

(
8
)

鎌
田
純
一
『
神
宮
史
概
説
』
（
神
社
本
庁
、
二

0
0
1
―-）。

(
9
)

『
群
書
類
従
神
祇
部
―
-
』
を
使
用
し
た
。
『
外
宮
戦
』
が
三
月
ニ
ト
四
日
付
、
『
内
宮
観
』
が
八
月
：
卜
八
日
付
で
、
上
ド
巻
に
ま
と
め
て
太

政
官
に
送
付
さ
れ
た
。

(10)

大
物
忌
は
童
女
が
補
任
さ
れ
る
職
掌
で
勤
番
の
規
定
は
な
く
、
彼
女
ら
の
介
添
え
役
と
い
う
べ
き
物
忌
父
に
勤
番
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

(11)

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
（
『
群
書
類
従
第
一
輯
神
祇
部
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
九
）
C)

（
翌
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
（
『
群
書
類
従
第
一
輯
神
祇
部
』
続
群
胄
類
従
刊
行
会
、
一
九
二
九
）
。
以
下
、
『
諸
雑
事
記
』
と
略
。

(13)

「
類
緊
―
―
一
代
格
」
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
類
緊
三
代
格
前
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
）
。

(14)

利
光
三
津
夫
「
祓
と
律
令
制
」
（
『
律
令
制
の
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
一
九
八
一
〈
初
一
九
八

0
〉
)
、
大
津
透
「
格
式
の
成
立

と
摂
関
期
の
法
」
（
水
林
彪
ほ
か
編
『
新
体
系
日
本
史

2

法
杜
会
史
』
山
川
出
版
社
、
一

1
0
0
1)C) 

(15)

山
本
幸
司
「
秩
序
と
械
」
（
『
械
と
大
祓
増
補
版
』
解
放
出
版
杜
‘
―

1
0
0
九）。

(
1
6
)山
本
幸
司
「
内
裏
•
宮
都
・
天
下
」
（
『
械
と
大
祓
増
補
版
』
解
放
出
版
社
、
―1
0
0
九
）
。
な
お
ま
た
横
井
清
「
中
世
の
触
械
思
想
」
（
『
中
世
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民
衆
の
生
活
文
化
下
〈
講
談
社
学
術
文
限
〉
』
講
談
社
、
―

1
0
0
八
〈
初
一
九
六
八
〉
）
も
参
照
。

(17)

断
柳
慎
三
「
罪
と
裁
判
」
（
『
日
本
法
制
史
一
〈
有
斐
閣
全
書
〉
』
有
斐
閣
、
一
九
四
九
）
。

(18)

『
諸
雑
事
記
』
延
暦
十
年
八
月
五
日
条
。

(19)

度
会
郡
司
も
科
祓
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
し
い
事
情
は
不
明
。
た
だ
し
、
天
平
三
年
（
七
ニ
―
)
に
一
一
見
郷
長
が
参
宮
し
た
帰

り
に
宮
域
の
付
近
で
頓
死
し
た
際
に
は
、
大
領
・
少
領
に
ま
で
科
祓
が
及
ん
で
い
る
（
『
諸
雑
事
記
』
天
平
三
年
六
月
十
六
日
条
）
。
あ
る
い
は
当

該
の
事
例
も
犯
人
が
国
術
行
政
組
織
に
包
摂
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(20)

『
諸
雑
事
記
』
貞
観
卜
三
年
正
月
一
一
十
八
日
条
。

(21)

『
諸
雑
事
記
』
貞
観
十
八
年
三
月
六

H
条。

(22)

『
諸
雑
事
記
』
仁
和
三
年
正
月
十
日
条
。

(23)

『
諸
雑
事
記
』
延
長
五
年
四
月
二
十
―
―

-
H条。

(24)

こ
の
点
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
災
異
へ
の
対
応
の
歴
史
的
変
遷
を
跡
付
け
た
論
考
を
予
定
し
て
お
り
、
改
め
て
詳
述
し
た
い
。

(25)

「
延
喜
式
』
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
条
〔
宿
直
〕
。

(26)

『
令
義
解
』
選
叙
令
お
よ
び
考
課
令
に
よ
る
と
長
番
は
、
一
考
11

一四

0
日／’-―-六

0
日
と
し
て
、
そ
の
基
考
六
考
（
六
ヵ
年
）
の
実
績
で
優

劣
を
議
し
て
九
等
第
（
上
上

1
下
下
）
の
中
中
以
上
で
位
一
階
以
上
を
加
え
ら
れ
る
。
交
替
勤
番
を
紅
味
す
る
分
番
は
、
一
考
11

一
四

0
日
／
三

六
0
日
で
甚
考
を
八
考
と
し
、
優
劣
を
議
し
て
三
等
第
（
上
・
中
・
下
）
の
中
以
上
で
位
一
階
以
上
を
加
え
ら
れ
る
。

(27)

寺
崎
保
広
「
考
課
木
簡
の
再
検
討
」
（
『
古
代
日
本
の
都
城
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一

1
0
0
六
〈
初
一
九
八
九
〉
）
。

(
2
8
)高
田
淳
「
「
年
労
加
階
制
」
以
前
」
（
『
国
史
学
』
一
五0、
一
九
九
三
•
五
）
。

(29)

有
富
純
也
「
平
安
時
代
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
・
神
郡
の
刑
罰
」
（
佐
藤
信
編
『
律
令
制
と
古
代
同
家
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
一八）
C

）

(30)

『
神
宮
古
典
藉
影
印
叢
刊
四
神
宮
年
中
行
事
遷
宮
記
』
（
八
木
書
店
、
一
九
八
四
）
。

(31)

活
字
本
に
は
、
『
続
群
冑
類
従
第
一
輔
上
〔
神
祇
部
〕
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
こ
（
『
建
久
―
―
一
年
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
と
し
て
載

録
）
や
『
神
道
大
系
神
宮
編
二
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八

0
が
あ
る
へ
）
こ
こ
で
は
も
っ
と
も
刊
行
年
次
の
新
し
い
『
神
宮
年
中
行
事
大
成
前
篇

〈
増
補
大
神
宮
叢
書

13
〉
』
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0
七
に
よ
っ
た
。
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(32)

『
神
宮
神
事
考
證
中
篇
附
録
〈
増
補
大
神
宮
叢
書
8
〉
』
（
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0
じ
）
に
よ
る
。
図
に
は
「
依
延
暦
廿
三
年
儀
式
帳
製
之
、

犬
武
犬
白
翫
即
位
―
こ
年
勅
定
以
降
至
寛
正
三
年
之
遷
宮
＼
凡
七
百
八
十
九
年
其
間
制
、
造
無
大
変
革
有
少
異
者
、
参
考
諸
書
以
付
レ
注
之
」
と

あ
り
、
随
所
に
施
さ
れ
た
朱
注
が
後
代
の
注
記
で
あ
る
。

(33)

こ
の
ほ
か
御
酒
殿
院
に
は
、
酒
殿
一
間
、
倉
二
宇
、
盛
殿
一
間
、
人
炊
吊
一
間
が
あ
り
、
こ
れ
を
ぐ
る
り
と
荒
垣
で
囲
っ
た
区
画
と
な
っ
て

‘
`
)
0
 

し

"
t

(34)

一
方
、
神
宮
の
公
文
書
た
る
庁
官
一
・
解
文
へ
の
加
署
は
、
「
一
一
＾
五
六
七
神
主
不
レ
被
参
館
之
間
送
レ
里
」
と
さ
れ
て
お
り
、
宮
域
外
の
私
邸
に

送
付
し
て
で
も
加
署
を
整
え
た
。
番
文
は
「
但
於
番
文
者
不
レ
進
レ
里
法
也
」
と
あ
る
の
で
、
宮
域
内
参
仕
の
禰
宜
に
限
っ
て
加
署
を
加
え
た

（
『
氏
経
卿
神
事
記
』
寛
正
四
年
―
一
月
十
一
日
条
）
。

(35)

『
皐
太
神
宮
年
中
行
事
』
毎
月
当
番
禰
宜
祗
候
次
第
。

(36)

前
掲
注

(
6
)

(37)

史
料
上
、
一
禰
宜
以
外
の
正
員
禰
宜
は
「
傍
官
」
「
傍
官
禰
宜
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
。

(38)

文
明
十
四
年
九
月
十
七
日
条
、
同
十
八
日
条
。

(39)

『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
正
月
元
日
条
。

(40)

中
棋
の
番
文
の
残
存
例
は
管
見
に
触
れ
な
い
。
た
だ
、
神
宮
文
庫
に
は
安
永
一
祈
T
(
-
L
七
：
．．
 
）
閏
三
月
の
番
文
が
収
め
ら
れ
て
お
り
（
神

宮
文
庫
和
書
・
一
門
・
六
八
六
ニ
・
宿
直
番
文
）
、
こ
れ
は
権
禰
宜
の
歴
名
で
あ
る
。
閏
月
の
勤
番
が
権
禰
宜
の
奉
仕
で
あ
る
こ
と
は
、
『
寛
正
年

中
行
事
』
の
加
注
部
分
だ
け
で
な
く
、
『
氏
経
卿
神
事
記
』
（
例
え
ば
、
寛
正
四
年
閏
六
月
―

:r-
．―

-+-H条
な
ど
）
か
ら
も
実
際
に
そ
の

よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

(41)

一
禰
宜
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
家
子
集
団
。
字
義
ど
お
り
の
当
該
一
蒲
宜
家
の
子
弟
（
猶
子
も
含
む
）
n

／
正
月
元
日
の
外
宮
参
や
六
月
晦
日
の

輪
越
神
事
な
ど
で
一
禰
宜
に
随
行
し
て
所
作
を
お
こ
な
う
ほ
か
、
京
都
か
ら
幣
使
や
幕
府
奉
行
な
ど
の
下
向
に
際
し
て
は
手
水
役
や
斎
館
の
提
供

な
ど
の
対
応
を
す
る
。
こ
の
ほ
か
主
要
な
勤
仕
に
は
、
正
員
禰
宜
中
に
祭
儀
勤
仕
能
わ
ぬ
者
が
で
た
際
、
二
淵
宜
の
差
配
に
し
た
が
い
伊
雑
宮
や

瀧
原
・
拉
宮
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
遠
隔
別
宮
へ
の
代
参
を
お
こ
な
う
。

(42)

禰
宜
参
宮
対
面
事
、
中
晶
時
番
禰
宜
役
也
、
其
次
第
同
元
日
＼
但
べ
7

日
ー
衣
冠
也
、
又
無
饗
膳
等
、
番
公
文
所
出
納
供
奉
、
番
文
政
印
が
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以
前
奉
レ
捺
之
、

番
文
役
者
宮
Iij
ノ
相
I

具
検
非
違
使
ー
参
宮
ノ
時
ハ
件
人
読
卜
、
不
レ
然
時
者
宮
庁
目
代
役
也
、
元
ハ
先
番
宮
掌
大
内
人
役
云
々
‘
雖
レ
然

近
代
如
レ
此
、

(43)

『
自
平
太
神
宮
年
中
行
事
』
正
月
十
一
日
条
c

(44)

神
宮
文
庫
蔵
『
延
享
二
年
本
宮
宿
直
再
興
沙
汰
文
』
（
和
書
・
一
門
・
一
九
四
万
号
・
一
冊
）
。

(45)

古
代
・
中
匪
の
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
時
法
を
直
接
的
に
示
す
史
料
は
管
見
に
触
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
『
氏
経
卿
神
事
記
』
を
幡
い
て
い
く
と

宮
域
へ
の
参
進
な
ど
は
「
1

番
鶏
」
（
①
応
仁
二
年
正
月
一
日
条
）
や
「
鶏
鳴
時
分
」
（
②
寛
正
六
年
九
月
十
七
日
条
、
③
文
正
二
年
―
―
一
月
―
-
+
-
―

日
条
、
④
応
仁
て
年
六
月
十
六

H
条
な
ど
）
が
目
安
と
な
っ
て
い
る
と
覚
し
い
。
こ
れ
ら
を
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
換
暦
の
う
え
、
北
海
道
大
学
情
報

基
盤
セ
ン
タ
ー
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
の
出
•
H

の
入
り
、
月
の
出
·
月
の
人
り
、
時
刻
と
方
位
」

(
h
t
t
p
s
:
/

＼
a
l
m
u
s
.
i
i
c
.
h
o
k
u
d
a
i
.

a
c
.
j
p
¥
d
a
t
a
b
a
s
e
s
¥
x
l
0
5
0
8
¥
S
r
s
s
2
.
h
t
m
l
)
 
~
~
m
m
L
て
内
〗
宮
｛
呂
協
盆
門
甚

1
で
の
日
の
出
時
間
を
算
出
す
る
と
①
1
1

一
四
六
八
年
一
一
月
三
日0
六
時

三
九
分
、
②
11

一
四
六
五
年
卜
月
十
六
日

0
六
時
0
1
―
分
、
③
11

一
四
六
し
年
五
月
五
日

0
四
時
四
六
分
、
④
11

一
四
六
八
年
六
月
十
六
日
0
四

時
五

0
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
、
生
物
学
の
知
見
か
ら
、
鶏
が
早
朝
に
嗚
く
の
は
光
や
音
な
ど
の
外
的
な
刺
激
だ
け
が
主
要
な
要
因
で
は
な
く
、

=
-
―
一
了
し
時
間
間
隔
の
い
わ
ゆ
る
体
内
時
計
に
よ
り
照
明
点
灯
（
日
の
出
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
）
の
平
均
二
＼
―
―
一
時
間
前
に
鳴
く
こ
と
が
特
定
さ

れ
た

(
T
s
u
y
o
s
h
i
S
h
i
m
m
u
r
a
.
:
T
a
k
a
s
h
i
 Y
o
s
h
i
m
u
r
a
.
:
C
i
r
c
a
d
i
a
n
 c
l
o
c
k
 d
e
t
e
r
m
i
n
e
s
 t
h
e
 t
i
m
i
n
g
 o
f
 r
o
o
s
t
e
r
 c
r
o
w
i
n
g
.
C
u
r
r
e
n
t
 

B
i
o
l
o
g
y
.
2
0
1
3
,
v
o
l
.
2
3
,
N
 o.6 p
.
2
3
1
,
2
3
3
.
)
。
L
た
が
っ
て
、
さ
き
の
i
「¥；
1

の
日
の
出
時
間
の
約
ニ
ー
一
＾
一
時
間
前
が
そ
れ
そ
れ
の
「
鶏
鳴
」
時
と
な

る
。
こ
れ
ら
は
時
期
に
よ
っ
て
参
進
や
祭
儀
に
着
手
す
る
頃
合
い
が
動
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
か
か
る
意
味
に
お
い
て
不
定
時
法
を
用

い
て
い
た
と
も
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

(46)

例
え
ば
、
ト
一
但
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
中
葉
ま
で
の
あ
い
だ
、
新
制
な
ど
の
か
た
ち
で
度
々
朝
廷
か
ら
勤
番
勤
仕
の
励
行
が
命
じ
ら
れ
て

い
る
(
)
こ
の
こ
と
は
当
然
、
勤
仕
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
状
況
ひ
い
て
は
僻
怠
の
現
実
の
あ
っ
た
こ
と
を
陪
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。


